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「人間は倫理的な存在である」このこ
とが，他の動物と人間の違いでもある．
多くの人間が共有できる社会をつくるた
めに規則（ルール）が生まれた．皆で決
めたルールに反する行為をした者が罪人
となる．誰しもが，幸せな人生を送りた
いと思っているであろうに，何故に人は
罪を犯してしまうのか？ 犯罪行為に至
るまでの過程は，さまざまであると思う．
筆者も刑務所における就労支援を実践し
てきたが，罪を犯した方々一人ひとりに
その人生がある．そして，犯罪行為に至
るまでの過程で，何らかの手だてがな
かったのか，と思われる事例も多い．
さらに「人間は弱い存在である」とい

う事実も実感する．一人で正しいことを
判断し，行動していくことは意外に難し
いことである．誰も見ていなければ，ゴ
ミを捨て，事故を起こしても逃げてしま
う，というようなことは日々散見される．
どのような理由があれ，罪を犯した

方々が罪を償い，更生して再び社会生活
が営めるように支援していくことは，重
要なことである．歴史的にもリハの原点
であり，諸外国においても作業療法の大

きな領域になってい
る．罪を犯したがゆ
えに大切にされない
その方の人生を考え
ながら支援していく
過程は，長い時間を
必要とする場合も多
い．また，更生とい
う領域が多くの課題
を抱えていることも
事実であり，その課

題解決に向けて OT ができることも多
いと考えられる．
今回の特集は「触法障害者・触法高齢

者への支援と作業療法」である．医療観
察制度が施行され約 10 年，さまざまな
課題を抱えながらも，触法精神障害者へ
の医療と福祉は前向きな模索を続けてき
たと認識している．一方で，刑務所内で
刑期を過ごし，社会復帰を進めている障
害者や高齢者もいる．この方々への支援
は，近年大きく変わろうとしている．特
集では近年の動向と OT の取り組みを
知ることができる．病気や障害をもつこ
と，罪を犯してしまうことは，われわれ
の生活の延長線上に常にあるものである
と認識すると，決して別世界のことでは
ない．障害をもちながら，罪を犯してし
まった方々が社会の中で，自分の良さを
発揮しながら生きていくことを支援して
いくことは，これから益々必要とされて
いくことだと感じる．

人は誰かのために生き，誰かに支えら
れ生きる．決して一人で生きていけな
い．障害者が罪を犯してしまったという
二重のスティグマを抱えながらも，社会
の中でその人らしい生き方ができる時代
がやってくることを望んでやまない．

（香山明美）
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